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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜全体連絡＞
・疾患別診療計画書(1月分、4月分、7月分、10月分、1月分)未完成の方は急ぎでお願いします。
・疾患別診療計画書2024年4月分の作成を各自進めて下さい。
・5月のプログラムカレンダーの入力とテキスト作成を進めて下さい。
・新規利用開始後の評価/目標設定の仕組み、指示箋更新、下駄箱の管理等を整理していく。

・長期間欠席している利用者様に対して、状況確認を行ってください。
・青陽館便り等で大量に郵便を出す場合、以下の手順で依頼してください。

①郵便物の準備

②①の部数を確認しメモする

③郵便内容物（封筒に入れたもの）を1部準備（郵便局へ提出するため）

④①と②のメモ、③を経理へ持参

⑤経理で、①に「料金後納」のスタンプを押す（スタンプは経理にあります）

⑥経理で郵便局へ集荷依頼をする

※⑤まで郵便を出される方に行って頂き、経理では集荷依頼のみ致します。

・HPへの記事掲載依頼について

今後WIZメールにて掲載依頼する際には、TO：長津（電算化委員会）委員長CC：庄司TOLで依頼メール送信してください。

・2月26日から新たに、インシデントレポート（レベル0）を手書きにて提出となります。発生時には記載し提出お願いします。書式は事故報告のフォルダに保管しています。
＜利用者様情報＞
デイケア
・内城　由加利様～体験利用
37歳（S61.8.9）　女性　うつ病　青森つくしが丘病院通院中

本日見学実施している。デイケア見学に至るまでの経緯を確認すると、現在B型就労継続事業所ひかりに登録しているが、人間関係や仕事内容が合わない事を理由に利用出来ていないと聞かれている。その事を青森つくしが丘病院の主治医に相談したところ、八戸市内で通う事が出来るデイケアを探す様に提案され、特定相談員に当院を紹介されたとの事。将来的には就労を再開したいと思っており、デイケアを定期的に通う事で自信を付けて職場復帰がしたいと希望が聞かれている。過去に青森つくしが丘病院のショートケアとおおぞらクリニックのデイケアを利用していたと話しており、利用自体への大きな不安は無いと聞かれている。プログラムは運動に興味があると話し、体力を付けたいと聞かれている。利用に関し前向きに検討すると話しており、1回目の体験利用を4月26日（金）9：30～実施する事としている。
・横野　琴美様～服薬について相談したいと話しており、さくら病院にて処方となっている情報を持参している。転院を考えたいと話しており、さくら病院の主治医の体調不良により診察を他のDrで3ヶ月過ごしていると話す。今までの病状経過や服薬の変更状況など病院内で情報交換されており、外来診察医が違ったとしても継続した治療が行えるよう対応していることを説明。ご家族としても、さくら病院の治療継続を希望しているなら、主治医は変更しない方が良いことを説明すると、本人も納得されている。また、過食・嘔吐を止められないと相談あり、「食事をとって体重を見て吐くが一連の流れになって居るけど、どうやったら止められますか？」と話す。同じ症状で悩んでいる方から、単独でやめることは困難とアドバイスを受け、自分の中でのセーフフードを決めるようアドバイスを受けている。
ショートケア
・中林　かおり～職場のシフトが出たが、今までよりも出勤日数が多く21日出勤となって居たと話す。疲労感が強いが仕事には慣れてきたため、何とかやっていると話す。他利用者様から過食・嘔吐について相談を受けると、自身の体験を元にアドバイスしており、「時々小グループでの討論する時間を作ってもらいたい」と希望が聞かれている。
デイナイトケア

・川村　享様～昼食後、階段を降りようとしておりスタッフが声掛けしている。「缶コーヒーが飲みたいから行ってきてもいいだろ。」と声高になる様子見られており、缶コーヒーを買いに外に行く事は出来ないことを伝えるが理解不良である。食後にコーヒーを飲んでいることを伝えるが、覚えておらず「飲んでいない」と主張している。その後も「今日は休みなんだ。」とプログラムに参加する事を拒否しているため声掛け要している。
